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菊半裁反転機構付4色オフセット枚葉印刷機�

　愛印工組恒例の平成22年新春
「印刷と関連業界」新年互礼会を、
１月13日名古屋東急ホテルにおい
て開催しますが、互礼会に先立ち、
パネルディスカッションを開催し
ます。�
　パネルディスカッションは、全
国青年印刷人協議会の「感性価値
創造事業」への取り組みと経済産
業省が推進する国家プロジェクト
「感性価値創造事業」との劇的な
出会いの中で感じた疑問や矛盾の
中で進めた研究成果を発表してい
ただきます。経営者とその後継者
の方に是非ご出席いただき、感性
価値による新規事業や地域活性プ
ロジェクトの立ち上げ、印刷産業
の明日の開拓に向けて進む一助に
していただければ幸いです。�
　なお、新年互例会に出席の方は
無料ですが、講演会のみ参加の方
には2,000円のご負担をお願いい
たします。�
　テーマ：「INSATSU」への飛
翔～感性価値創造の実践～�
　パネリスト：臼田真人氏（全国

青年印刷人協議会議長）岸昌洋氏
（全国青年印刷人協議会副議長）、
江森克治氏（全国青年印刷人協議
会副議長）�
　とき：平成22年１月13日d午後
16時から17時30分�
　ところ：名古屋東急ホテル（名
古屋市中区栄4-6-8）�
　■組合からのお願い／パネルデ
ィスカッションは、全印工連と全
国青年印刷人協議会が発行しまし
た「『INSATSU』への飛翔～感
性価値創造の理論と実践～」と題
した冊子をもとに行われます。当
日、受付において販売（実費
1,000円）を致しますので、お買

い求めをいただいた上で、ご聴講
していただくと、より理解が深ま
るもと思います。�

　私たち全国青年印刷人協議会では、前年度から今年度にかけての
事業において、「感性価値創造」と「業態変革の実践」を２本の柱
として掲げてまいりました。�
　自らの手による新たなマーケット創造の一つの手段としての感性
価値創造事業。感性価値は、私たちの未来に活路を開くイノベーシ
ョン原理でもあります。そして、業態変革の実践は印刷を中心とし
た周辺領域への市場拡大とお客様の問題解決を提供するワンストッ
プサービスを具現化し、光付加価値による収益拡大へと結び付けて
いくものです。�
　「感性価値創造」と「業態変確実践」を上手くコラボレーション
することで、印刷業としての新しい活路が開かれると確信しています。�
　業界全体が、「感性価値創造」と「業態変革の実践」のコラボレ
ーションにより、新しい方向性を見出すために「紙媒体の今後」を
含め、全国青年印刷人協議会での２年間の活動をご紹介いたします。�

■12月号をお届けする時期になり
ました。月日の経つ早さに驚いて
いますが、この驚きは、今年も何
もできずに過ぎてしまったことへ
の後悔の現れだと、自分を戒めて
います。あれこれ考えていてもお
正月はもう間近です。いいお正月
を迎えるためには、残りを頑張る
ことしかないようです。■来年こ
そ、いや来年も、お役に立つ情報
提供と明るい誌面づくりに努力を
したいと思います。■事務局の年

末年始の休みは、12月29日から１月
４日までです。新年は５日から始

業となりますのでよろしくお願い
申し上げます。�

－ 14 －� － 3 －�

巻頭言�

　去る９月27日に実施させていただきました奈
良公園ウオーキングには大勢のご参加をいただ
き感謝申し上げます。スケジュールの時間配分
につきまして一部の方からはご批判もいただき
ましたが、おおむね満足との回答をアンケート
ではいただきました。特に、薬師寺での村上執
事長様の講話はユーモアの中に人の生き方に対
する示唆に富んだお話をしていただき好評でし
た。私共経営者も従業員の皆様もきっと気持の
安らぎを感じられたのではと思います。�
　私事ですが、11月１日に唐招提寺の金堂の落
慶法要に参加する機会がありました。改めて中
国から仏教をお伝えに来られた鑑真和上の偉大
さを教えられました。奈良は京都とは違った伝
統と文化を感じます。参加された方がたのご要
望も参考にして、次回もよりよいレクリエーシ
ョンになるよう工夫させていただきます。�
　来年のことを言うと鬼が笑うと申しますが、
来年の平成22年１月13日dに名古屋東急ホテル
において新年互礼会の際に開催される講演会も
今回で４回目となります。今回は全国青年印刷
人協議会で活躍されている臼田真人氏、岸　昌
洋氏、江守克治氏のご三方に『INSATUへの飛
翔』と言うテーマでパネルディスカッションを
していただきます。この企画はニューヨークで

も行われ、好評を博しております。今回はその
ときと違い実際のオブジェが会場に展示できな
いので、冊子をみながらの聴講となります。面
白い講演となると思いますので、是非関係各位
の方々お誘い合わせのうえ、お一人様でも多く
のご参加をお待ち申し上げております。�
　また、今回は懇親会場を余裕をもって設営し
ますので新年の業界の皆様との交流をごゆっく
り座りながらお楽しみいただけると存じます。
食事の内容も先日委員会で試食会を催し、10人
が献立を吟味いたしました。何分にも大勢の皆
様に一時に供しなければならないので制約もあ
りますが、できうる限り満足をいただけるよう、
委員それぞれの意見をホテル側に申し述べてま
いりました。きっと最後のお時間までお楽しみ
いただける懇親会になるのではと期待しており
ます。試食会へはお二人のシェフ自らがご挨拶
にみえ、ホテル側の誠意を感じました。�
　経済環境の大変厳しい折柄、業界関係者との
新年最初の交流会が少しでも皆様の元気の源に
なる、そんな新年互礼会になればと存じます。
また、１年間「あいちの印刷」をご愛読いただ
きまして感謝申し上げます。来年がわれわれ業
界にとって少しでも明るい年になるよう祈念申
し上げましてお礼の言葉とさせていただきます。�
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　全日本印刷工業組合連合会（水上光啓会長）は、この
ほど、「業態変革・ワンストップサービス実践ガイドブ
ックVer.２」を発刊した。同書は、業態変革実践プラン－
全印工連2010計画の集大成として、業態変革推進企画室
が制作したもので、変革の実践について解説している。
また、35社の事例を掲載し、地域との共生や商品開発、
CSRの導入や海外進出事業など、幅広い分野での業態変
革事例を紹介している。�
　ガイドブックはA4判156ページ。価格は組合員2,000円、
一般6,000円です（税込み）。�

　【内容】�

　序章「不況期こそビジネスチャンス」全印工連会
長・水上光啓�
　①不況期に経営者がなすべきこと、②印刷ビジネ
スの変容と今後の展望、③ワンストップサービスで
収益拡大へ、④サービス業からの発想、⑤長期的成
長のために�
　第１章「業態変革実践プラン2010計画」業態変革
推進企画室委員長・花崎博己�
　①業態変革の重要性、②業態変革実践プラン－全
印工連2010計画、③印刷業界を取りまく環境、④米
国の印刷業界、⑤米国の印刷業界から学ぶもの、⑥
これからの日本の印刷業界�
　第２章「新たなビジネスモデルをつくる―製造業
とサービス業の融合に続くもの―」�
　①印刷が工業をつくってきた「製造業」、②顧客
サポートを実現する「サービス業」、③印刷業だけ
の強み「メディア・プロフェッショナル」、④印刷
業が目指す方向はソリューション・プロバイダー」�
　第３章「ワンストップと特化戦略」�
　①ワンストップサービスWIN-WIN関係を創る、
②ワンストップサービスへの誤解、③営業のワンス
トップ、製造の専門特化を�
　第４章「ワンストップサービスに取り組む」�
　①専門特化を切り口にする、②印刷付帯サービス

で考える、③印刷の事業領域から捉える、発想の幅
を広げるソリューションマップ�
　第５章「実践事例に学ぶビジネス戦略」�
　①地域とともに考える／ソーゴー印刷（北海道）、
ハリウコミュニケーションズ（宮城県）、利根川印
刷（東京都）、ワタナベメディアプロダクツ（千葉
県）�
　②市場エリアを拡大する／高山印刷（岐阜県）､
大六印刷（同）、西日本ビジネス印刷（福岡県）、
プリントネット（鹿児島県）�
　③独自製品を提供する／北海道磁気印刷（北海道）､
マルモ印刷（香川県）､米谷印刷工業（大阪府）､吉
田印刷所（新潟県）�
　④ドメインをシフトする／錦明印刷（東京都）、
日本貿易印刷（神奈川県）､田中印刷所（滋賀県）､
図書印刷同朋舎（京都府）、レイ・グラフィックス
（東京都）�
　⑤CSR経営を目指す／大川印刷（神奈川県）、協
進印刷（同）、中西印刷（京都府）�
　⑥各地で進む業態変革／幡本印刷（北海道）、ヤ
マゼンコミュニケーションズ（栃木県）、耕文社（静
岡県）、大和（神奈川県）、横浜ハイテクプリンテ
ィング（同）、セントラルプロフィックス（東京都）、
三藤印刷（愛知県）、山田写真製版所（富山県）、
千巻印刷産業（三重県）、北東工業（大阪府）、赤
坂印刷（山口県）、価値組委員会（広島県）、豊予
社（愛媛県）、救仁郷デザイン事務所（宮城県）、
アークマウントコーポレーション（福岡県）�
　第６章「私が考える業態変革」�
　―業態変革推進企画室からのメッセージ―�
　第７章「逆引き業態変革」�
　業態変革の実践、顧客の立場で考える、自社の方
向性、印刷産業の方向性、ワンストップサービスの
実践�

　「PRINT NEXT2010」実行委員会では、小・中学
生を対象に「未来の印刷」をテーマとした絵部門と
作文部門での作品を公募している。�
　【開催概要】�

　■目的　①子供達に「未来の印刷」を創造しても
らうことにより、全く新しい未来の印刷の姿を考え
る。また、次世代、次々世代が描く様々な未来の印
刷像を意識することができ、今後の業界発展の一助
になる。②このテーマで表現するためには、子供達
は親が働いている現実の職場を見たり聞いたりする
機会が必要であり、家族の中での親子の会話のテー
マとなりうる。親の仕事を理解することにより、家
族の絆を深め、かつ、親が携わる仕事「印刷」に関
心を抱かせるきっかけとなれば、永遠の課題である
事業継承の問題解決の一助にもなる。�
　■表彰式　2010年２月６日G�
　■会場　椿山荘（東京都文京区）�
　■応募条件　対象／小・中学生（印刷業界関連者
の子供が主な対象）�
　■絵部門　大きさはA3規格（420×297mm）、も
しくは、画用紙八つ切り（390×270mm）、表現方
法は、クレヨン・鉛筆・水彩など、何でも可（作品
に対する思いや説明を添付する）�
　■作文部門　1200字以内（原稿用紙3枚以内）�

　■募集期間　11月１日～12月31日まで（必着）�
　■表彰　最優秀賞（各部門１名）、優秀賞（各部
門１名）、審査員特別賞（若干名）�
　■表彰方法　＜絵部門＞表彰状授与、図書カード
贈呈、当日会場内掲示、新聞掲載　＜作文部門＞表
彰状授与、図書カード贈呈、当日本人朗読、新聞掲
載�
　■応募先　全日本印刷工業組合連合会事務局「未
来の印刷」大賞係　〒104-0041　東京都中央区新富
1-16-8　TEL03-3552-4571　FAX03-3552-7727�
　■主催　PRINT NEXT2010実行委員会（全国青年
印刷人協議会、全国印刷緑友会､社団法人日本グラ
フィックサービス工業会青年部SPACE21、日本青
年会議所メディア印刷部会、全日本紙器ダンボール
箱工業組合連合会青年部協議会）�
　■協力　全日本印刷工業組合連合会�
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■全日本印刷工業組合連合会�

「業態変革・ワンストップサービス�
　　　実践ガイドブックVer.２」を発行�

より実践に即した内容でビジネス戦略を紹介�

各地で進む業態変革・三藤印刷㈱を掲載�
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「未来の印刷」テーマに�

 小・中学生を対象に作品公募�

 絵部門と作文部門�



　本誌９月号に既報のごとく、（社）日本印刷産業機械工業
会（小森善治会長）では、オフセット枚葉印刷における標
準印刷色「枚葉印刷用ジャパンカラー2007」を基準とした
「Japan Color認証制度」をスタートさせた。JGAS2009
会期中にも「印刷技術の標準化」と題したセミナーが開
催された。大勢の聴講者があり関心の高さをみせた。そ
の後、10月20日に東京の機械振興会館において「Japan 
Color認証制度説明会」が行われ、Japan Colorの概要、
認証までの流れ、申込手順、審査料金などが明らかにさ
れた。以下、その内容を紹介する。�

　■「Japan Color」の概要�
　「Japan Colorとは、 6日本印刷学会が制定した
オフセット枚葉用印刷における標準印刷色「枚葉印
刷用Japan Color2007」（以下、「Japan Color」と
いう）を基準とした認証制度（主に印刷会社向けの
認証）です。�
　従来、出来上がった印刷物の良し悪しはお客様の
目によって決められており、明確な基準がない中で
印刷物は作成されてきました。印刷物の発注者、デ
ザイナー、カメラマンなどからの色再現の要求に、
印刷会社は度重なる修正や刷り直しで対応している
のが実情です。このような状況を生じているのは、
印刷物作成に関しての標準的な基準がなく、認定す
る公の機関がないことが大きな要因となっているた
めです。�
　そこで、発注者がJapan Colorで指定した通りの
色が、適切に印刷会社で再現されることを一般化す
る基準を策定したのが「Japan Color認証制度」です｡
同認証を受けた印刷会社は、Japan Color認定のロ
ゴマークなどの使用が可能になり、Japan Colorで
の印刷が適切に行えることを対外的にアピールでき
ます。また、デジタルカラープルーフやデジタル印
刷機などへの認証を行う制度も併せて立ち上げるこ
とで、色に関する実用的な統一基準を幅広い分野で
利用可能になります。�

　■認証を受けるには�
　1）標準印刷認証�
　標準印刷認証制度は、「Japan Color」をターゲ
ットとして、安定した品質の印刷物を作り出す能力
があることを認める「印刷認証」です。Japan  
Colorを基準とした印刷物を安定的に印刷する印刷
工程能力が保証される。認証基準でのチェック項目�
は、次の三点になります。�
　①管理状況（管理状況チェックリストでの確認）

及び工程管理責任者等の有無�
　②印刷OKシートにおける色差�
　③連続印刷時における振れ幅�
　2）マッチング認証、プルーフ機器認証、プルー
フ運用認証他�
　Japan Color認証制度では、印刷の工程能力を認
証する「標準印刷認証」の他、「マッチング認証」、
「プルーフ機器認証」、「プルーフ運用認証」を平
成22年に予定しています。現在、検討を進めており、
大まかな概要は次のとおりです。�
　「マッチング認証」標準印刷認証を前提として、
誤差許容幅を狭め、見た目の一致まで判断する認証
制度を目指しています。�
　「プルーフ認証」印刷物だけでなく、色見本や校
正紙を出力するプリンター「プルーファー」の機器
性能を認証します。�
　「プルーフ運用認証」印刷物だけでなく、色見本
や校正紙を出力するプリンター「プルーファー」の
運用能力を認証します。�

　■標準印刷認証�
　【申請条件】�
　①４色枚葉印刷機を保有していること�
　②枚葉印刷用Japan Color2007キットを購入して
いること（問い合わせ先／（社）日本印刷産業機械
工業会TEL03（3434）4661）�
　③「JIS X 9201：2001（SCID画像）を購入してい
ること（問い合わせ先／日本規格協会TE L 0 3
（3583）8041）�
　④CTP版（175線、スクエアドット）を使用して
いる印刷会社であること�
　⑤測色器を所有していること�
　⑥Japan Color2007準拠のコート紙、インキを調
達できること�
　⑦審査料・申請料を納付できること�

　【審査内容】�
　審査内容に関しては、「Japan Color標準印刷認
証制度に関する制度設置及び運営要領」及び「オフ
セット枚葉印刷Japan Color標準認証制度オペレー
ションガイド」を参照してください。�
　【認証基準】�
　1）認証対象の構成要件�
　①刷版　印刷機はCTP版を利用するタイプのもの
であること�
　②印刷機　印刷機については、「管理項目表」に
準じた内容を定期的に記録していること（管理項目
表については、オフセット枚葉印刷Japan Color標
準印刷認証制度オペレーションガイドを参照）�
　2）品質管理責任者�
　①申請印刷機に対して品質管理責任者が定められ
ていること�
　②申請印刷機を管理する品質管理責任者は、申請
印刷工場に勤務していること�
　3）印刷�
　①OKシートにおけるベタ部の４色の測色値：OK
シートにおけるベタ部について、４色全てのL＊a＊
ｂ＊値が枚葉印刷用ジャパンカラー2007に定められ
た値との比較で∇Ｅ±５以内であること�
　②OKシートにおけるCMYKの50％網点部のドッ
トゲイン：OKシートのステップチャートの50％部
について、４色全てのドットゲインが14±３以内で
あること（工業会が提供するOKシート用デジタル
データ自体は変更しないことをオペレーションガイ
ドに明記）�
　③抜き取りサンプルCMYKベタ部４色のL＊ａ＊
ｂ＊値：5,000枚を連続印刷して、500枚ごとに抜き
取った10サンプル（３枚ずつ）計30枚の連続印刷紙
におけるCMYKベタ部の各色を要因として扱い、
68.26％以上のCMYKベタ部の４色のＬ＊ａ＊ｂ＊
値が、OKシートにおけるL＊ａ＊ｂ＊値と比較して
∇Ｅ４以内に収まっていること�
　④抜き取りサンプルの50％網点部のドットゲイン：�
5,000枚を連続印刷して500枚ごとに抜き取った10サ
ンプル（３枚ずつ）計30枚の連続印刷紙における
CMYK50％網点部の各色のドットゲインを要因とし
て扱い、68.26％以上のCMYK４色のドットゲインが、
OKシートにおけるドットゲインと比較して±３以
上以内に収まっていること�
　■申し込みから認証までの流れ�
　図参照�
　■費用�
　標準印刷認証における審査料金は以下のとおり。�
　1）事前審査料・本審査料・登録に関わる費用�
　・新規審査料（税抜き）�

　　事前審査料………100,000円�
　　本審査料…………200,000円�
　　登録料……………  50,000円�
　　合計………………350,000円�
　・更新審査料（税抜き）�
　　事前審査料………  50,000円�
　　本審査料…………100,000円�
　　登録料……………  50,000円�
　　合計………………200,000円�
　2）再審査料�
　新規または更新時における本審査の再審査に係る
費用�
　・再審査料（税抜き）�
　　再審査料…………100,000円�
　■有効期限と更新方法�
　Japan Color認証制度の認証は、２年ごとにその
更新を受けなければ、その期間の経過によってその
効力を失うものとします。更新を行わない場合、有
効期限日の翌日から失効するものとする。�
　（なお、第１期募集期間は締め切られています）。�
　その他詳細に関しては、6日本印刷産業機械工業会�
〒150-0011 東京都港区芝公園3-5-6 機械振興会 Japan�
Color 認証課　TEL03(6809)1617　FAX03(6809)1618�
　http://www.jpma-net.or.jp/�
※愛知県印刷工業組合では、２月20日g「Japan 
Color認証制度」説明会、及び、Japan Color勉強会
を予定しています。�
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■「Japan Color認証制度」�

印刷会社及び発注者における“品質基準”共通の指標�
「Japan Color」�
印刷会社及び発注者における“品質基準”共通の指標�
「Japan Color」�

新規審査料は350,000円�

（事前審査＋本審査＋登録料）�

申請から認定までの大きな流れ�



　10月６日～10までの５日間、東京ビックサイトにおい

て「JGAS2009」が開催された。経済状況が厳しい中で

の開催であったが、会期中７万人ほどが来場し、先端技

術の収集に熱がこもった。今回の展示会では、プレス分

野では、オフセット印刷におけるLED-UVによる新しい

インキ硬化技術への関心が高かった。また、インクジェ

ット方式によるデジタルプレス機の出展が多く見られた。

　プリプレス分野では、特にCTP関連で、廃液削減、ケ

ミカルフリー処理、無処理など、環境対応が前面に打ち

出された。一方、ポストプレス分野では、多種多様な製

本仕様に応えるための機能の充実やオンデマンド印刷と

の連携が目を引いた。　�

　今月号では、オフセット印刷のUVインキ硬化技術につ

いて報告する。�

　■先行するリョービ「LED-UVシステム」�

　JGAS2009会場では、LED-UVで先行しているリョ
ービイマジクス、LED-UVの搭載を初公開した三菱
重工、そして、小森コーポレーションはLEDインキ
を改良型ランプで硬化させる世界初のシステム「ハ
イブリットUV」を発表した。３社からの出展があり、
それぞれ実演を通しアピールがされた。�
　また、オフセット印刷ではないが、光文堂から出
展されたシール・ラベル用コールドフォイル印刷機
「KBD foiltoneSL」にLED-UVを取り付け、デモを
行っていた。シール・ラベル印刷にもLED-UV技術
が採用されたことで、大きな注目があった点を付記

しておく。�
　以下、３社の動向をブースでの説明と資料をもと
に探ってみた。�
　リョービイマジクスのLED-UV印刷への取り組み
から紹介してみる。�
　そもそも「LED-UV印刷」は、リョービイマジク
スが昨年のdrupa2008において世界で始めて発表し
話題を集めたシステムである。JGAS2009ではLED
搭載機２台（RYOBI 920シリーズ、RYOBI 750／
750Gシリーズ） を出展しLED-UVの最新技術や導
入企業の状況などが紹介された。�
　LED-UV印刷システムとは、印刷物の乾燥用途と
して主流となっている水銀方式のUVランプ（紫外
線硬化ランプ）の代わりに、LED-UV照射システム

を採用したものである。�
　リョービでは、「従来のUVランプ方式に比べて
消費電力が70％から80％と大幅に削減可能であり、
光源も約15倍という長寿命となっている。更に、発
熱が少なく、オゾンや熱を排出するための排気設備
も不要というメリットを持っている。UV印刷の速
乾性に、省電力、環境にやさしいというメリットを
加えた、次世代のUV印刷システムである。また、
VOC削減やCO2削減など、環境経営を推進する印刷
会社には、環境対応の新しい印刷システムとして、
更に､他社との差別化対策の手段としてアプローチ
できる利点がある」など、LED-UV印刷の利点が強
調された。�
　LED-UVが発表された当時は、印刷用紙がターゲ
ットとされていたが、会場では薄手の合成紙ユポへ
の印刷が実演された。これにより、「ユポと同様な
フィルム、アルグラスなどの非吸収素材への印刷も
可能になった」とし、「発表当時と比べると、LED
用インキを開発するメーカーも増え、特殊素材だけ
でなく、パッケージで必要とされる厚紙向けインキ、
OPニス、ニスコーター用など、種類も増えている。
こうしたことから、様々な用途での印刷ができるよ
うになった」との説明が聞かれた。�
　リョービでは、この製品の開発にあたり、印刷機
の外観デザインを変えることなく、LED-UV印刷シ
ステムをコンパクトに配置し、メンテナンス性も考
慮した機械デザインを実現。また、LED幅や光量の
設定を、タッチパネル方式のカラー液晶ディスプレ
イで操作が行えるようにしている。�
　■「LED-UVシステム」を初公開した三菱重工�

　次に、LED-UV初公開の三菱重工を見てみる。�
　同社のLED-UVに対する取り組みは、片面機と両
面機「タンデムパ－フェクタ－」への搭載をすでに

発表しているが、今回はじめて実機「ダイヤモンド
304-LED-UV」に搭載し公開を行った。�
　UVシステムについての実績を持つだけに、その

　【LED-UVランプ方式のメリット】�
　LED-UVランプ方式と従来のUVランプ方式を比較
してみると、次のような差があることがわかる。�
　・消費電力／LED方式の場合は、消費電力が約12KW、
ランプ方式は47KWで、消費電力は約４分の１になる。
少ない消費電力で電気代を削減し、環境負荷を低減
する。�
　・オゾン発生・臭い・発熱／オゾンの発生に関し
ては、LED方式では、オゾンレス。インキ臭微量､
排気ダクト工事不要であるが、チラーなどの水冷工
事は必要となる。一方、ランプ方式の場合は、オゾ
ン有り、インキ臭いも強く、排気ダクト工事が必要
となる。発熱に関しては、LED方式の場合は発熱は
少なく、紙面温度上昇は約３℃程度である。これに
比べランプ方式では、紙面上昇温度は約10℃になる。
このことから、LED方式はランプ方式に比べ、印刷
物や印刷機自体へ与える熱による影響を押さえるこ
とができる。�
　・設置スペース／LED方式は0.99平方メートル､ラ
ンプ方式は3.19平方メートルで、約３分の１になる。�
　・光源寿命／LED方式の場合は約15,000時間、一
方、ランプ方式では約1,000時間以下で、約15倍と
なっている。�
　・準備時間／LED方式では、瞬時点灯、消灯がで
きるので準備時間は不要。すぐに次の印刷準備に取
り掛かることができる。これに対しランプ方式では、
ウォームアップに１分、クールダウンに４分という
準備時間が必要になる。�
・照射範囲／LED方式では、用紙サイズにあわせて、
照射幅の制御ができるのに対し、ランプ方式では､
ランプをつけたまま全幅使用になる。�
　環境を考えた次世代のLED-UV印刷システムは､
印刷会社の環境改善と生産性向上に大いに貢献でき
るシステムとして注目は大きい。�

（以上、リョービ提供の資料より）�
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●JGAS2009の技術動向�

オフセット印刷の�

UVインキ硬化技術に注目�

【LED-UV印刷システム】�



立場から、「UVは、多くの消費電力、オゾン発生
に対応する排気装置が必要であり、コスト的なハー
ドルが高いのが難点となっていた。このため、特殊
印刷では経済性があるものの、一般商業印刷では採
用しにくいという状況であった」とした上で、「UV
の持つ課題を解決したLED-UVは、消費電力が低く、
オゾンの発生もない。瞬時に点灯、瞬時に消灯がで
きるので、商業印刷での超短納期対応ができ絶対的
な武器なる」と説明している。�
　LED-UVの特長に対しては、「UVに比べランプの
寿命は15倍程度あり、消費電力も７～８割軽減でき、
ランニングコストが大幅に低減する。これまでのラ
ンプには、インキを硬化させる波長のほか、熱を発
生させる波長があり、印刷原反にダメージを与えた
り、オゾンを発生させる波長により、排気設備が必
要となっていた。しかし、LED-UVは、インキを硬
化させる波長になっているため、これらの心配は皆
無である」との点が強調された。また、「環境負荷
の低減も期待できる」とした。�
　デモではLED-UV乾燥装置システムによるインキ
の速乾性が実演された。「これまでのランプに比べ、
LEDは発光する光が弱いという弱点を持っている。
そのため、乾燥装置を如何に紙に近づけるかが必要
で、印刷機のどの部分にどのような方法で取り付け
るかが課題となっていた。この課題に対して、片面
機では、排紙部の立ち上がり部分に設置している。
これは、乾燥装置を紙に近づけて取り付けることに
より、インキの光沢向上を考えたからである。当然、
インキは瞬時に乾燥するので、乾燥待ち時間はゼロ
であり、パウダーの使用もない。また、タンデムの
場合は、連結ユニットに取り付けることにより、最
初に裏刷り面を乾燥、その後、表面を印刷して片面
機と同様に排紙部の立ち上がり部で乾燥させている。

セラミックスジャケットは使わないので、表裏の印
刷品質の差は発生しない」との説明が行われた。ま
た、「既設機にも取り付けが可能」である点が付け
加えられた。�
　デモ機として使用された「ダイヤモンド304-LED-
UV」は、印刷ニーズの多様化が進み、ジョブチェ
ンジの頻度が増すほど、非印刷時間（マシン停止時
間）がますます増えてくる。こうした現実の中で、
真の生産性アップを達成するためには、非印刷時間
をどれだけ短縮できるか、が鍵となる。�
　これまでとは異なる発想により開発されたのが同
機である。版交換や洗浄作業などをスピードアップ
＆省力化する新機構の採用により、従来に比べジョ
ブチェンジ時間の飛躍的な短縮を実現している。更
に、定期的なメンテナンスや清掃作業、印刷障害の
発生など、印刷現場のタイムロスに繋がるプロセス
やファクターを洗い出し、ディテールまで踏み込ん
で設計の改善が行われており、マシン全域にわたり
80以上のアプローチを通じて、停止時間の最小化が
図られている。�
　LED-UVとのマッチングにより、更に高度な印刷
技術の提供がアピールされた。�
　■小森の「ハイブリットUVシステム」�

　次に、「ハイブリッドUVシステム」を発表した
小森コーポレーションを見てみる。�
　小森では、これまで発表されたLED-UV方式によ
る乾燥技術から一歩脱却し、印刷会社の視点に立脚
した高品質・信頼性、そして、エコロジー・エコノ
ミーな新方式の乾燥システムを提案した。�
　初公開したシステムは、LED-UVインキを環境対
応型UVランプで硬化・乾燥させるという、世界初
の「ハイブリッドUVシステム」である。実演に用
いられた機種は、こちらも初公開となる「リスロン

S32」を使い行われた。�
　本システムのメタルハライドUVランプは、新し
く開発されたもので、印刷中に臭気の元となるオゾ
ンを発生させるUVの波長をカットするとともに、
見当不良の原因となる熱を発生する赤外線の波長領
域をなくしている。これにより、LED-UVランプの
環境に対応するメリットを持つとともに、厚紙など
幅広い仕事にも対応できるのが大きな特徴となって
いる。�
　印刷機には排気ダクトを施工する必要がなく、
LEDインキと120ワットのUVランプ１本による乾燥
方式である。�
　開発経緯について、「当社も、パナソニック電工
製のLED-UVランプを使い印刷テストを行ったが、
乾燥性や印刷適性については、何ら問題はなかった。
ただ、現状のLED-UVランプは、薄紙の商業印刷を
対象としており、イニシャルコストの面でなかなか
使ってもらえないのではないか、との結論に至った。
そこで、印刷会社に利益をだしてもらえる方法がな
いかを第一に考えた。その結果、LED－UVインキ
と特殊なUVランプで、『ハイブリッドUVシステム』
を開発するプロジェクトを立ち上げた。テストを繰
り返す中で、LEDインキの特性に目を付けた。LED
インキは、一般の照明の紫外線でも皮が張ってしま
うほど硬化性が高い。この特性を利用して、UVラ
ンプを使って乾燥させようと考えた。これまでの
UVランプであれば160ワット３灯程度のエネルギー
が必要であったが、LED-UVインキは、120ワット
１灯で充分乾燥ができることがテストで実証できた。�
　UVランプは、熱とオゾンの発生が課題となって
いたが、このランプでは、オゾンの発生する波長域
をカットし、熱の発生も抑制している。更に、イニ
シャルコストに関してはLED-UVの半分程度に抑え
ることができる。消費電力は、一般のUVシステム
160ワット３灯程度から120ワット１灯になることで、
電気代を数分の１に削減できる。LED-UV方式のよ
うに紙面との距離を接近させずに照射できるため、
厚紙にも容易に対応できる。また、熱で伸縮しやす
い特殊紙にも対応可能である。更に、LED-UV用イ
ンキだけでなく、ハイブリットUV用インキの開発
をインキメーカーと共に進めている。�
　『ハイブリッドUVシステム』は、コスト面でも
技術面でも現時点での最善策である」と、ハイブリ
ッとUVシステムへの期待を示した。�
　また、初公開された「リスロンS32」では、ハイ

ブリッとUVシステムと共に、新開発の「KHS-AI」、
四六半裁機では世界初の「fuii-APC」、このクラス
最大の紙サイズによる多彩な面付け、高付加価値印
刷に対応する豊富なオプションなどにより、幅広い
ニーズに応える優れた機能についても披露された。�

－ 10 －� － 11 －�

●身近な催し物のお知らせ（愛印工組関係）�

開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考�
事業・行事 平成22年�
 新春印刷と関連業界新年互礼会�
ところ 名古屋東急ホテル３階「ヴェルサイユ」�
(1)パネルディスカッション　16:00～�
　「ＩＮＳＡＴＳＵ」への飛翔～感性価値創造の実践～�
(2)新年互礼会　　　　 18:00～�
事業・行事 マーケティング　セミナー�
 「実例に学ぶ業態変革」�
ところ ウインクあいち  11階　1101会議室�
講師：田中 信一氏（㈱ビジネスコミュニケーション研究所代表）�
（業態変革実践プランの取り組み方法等事例を�
  紹介しながら講義して頂きます。）�
事業・行事 平成21年後期�
 鉛・有機溶剤取扱者健康診断実施�
検診委託先 6オリエンタル労働衛生協会�
※ 鉛・有機溶剤取扱者につきましては、それぞれ�
　年２回（６か月毎に１回）の受診が法律によって�
　義務付けられております。�
事業・行事 教育セミナー「なぜ、今、Japan color�
 なのか」�
ところ ウィンクあいち　12階　1204会議室�
事業・行事 教育セミナー�
 「顧客開拓営業について」（仮題）�
ところ ウィンクあいち　12階　1204会議室�
事業・行事 経営セミナー�
ところ ウィンクあいち　11階　1101会議室�
詳細は調整中�
事業・行事 環境セミナー�
ところ ウィンクあいち　11階　1101会議室�
詳細は調整中�

�

�

平成22年�

１月13日d

�

�

�

�

１月27日d�

18:30�

　  ～20:30�

�

平成21年�

10月上旬�

　 ～�

平成22年�

３月上旬�

�
平成22年�

２月20日g

10:00～12:00�

２月20日g

13:30�

　  ～16:30�

２月24日d

午後�
�

�

２月24日d

●身近な催し物のお知らせ（関係団体）�

開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考�

事業・行事 ㈱光文堂 �
 第46回光文堂新春機材展�
ところ 名古屋市中小企業振興会館 吹上ホール�
後援　愛知県印刷工業組合�
事業・行事 中部グラフィックコミュニケーションズ工�
 業組合  新春講演会と新年互礼会 �
ところ 中日パレス�
講師：竹村亜希子氏　演題：リーダーの易経�
事業・行事 中部地区印刷協議会�
 「平成21年度下期会議」�
ところ キャッスルプラザ�
詳細は調整中�

�
平成22年�

１月22日f�

    ～23日g

�

�

１月26日c�

�

�

２月19日f�

　～20日g
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紙でご愛顧50年�

名古屋紙商事株式会社�

印刷用紙専門商社�

社長  長谷川　志�
名古屋市東区主税町4-83　　 〒461-0018�
TEL.052-931-2221㈹   FAX.052-932-1418�

豊山加工センター　愛知県西春日井郡豊山町豊場�
　　　　　　　　　TEL〈0568〉28 - 2049

メイカミ�

　愛知県中小企業共済協同組合（中小企業共済）から、
万一に備え、大きな負担となる入院を手厚く保証する「経
営者医療共済」が新商品として提供されています。�
　■加入年齢　満15歳以上満70歳未満の方（満80歳ま
で継続可能）�
　■共済掛金　月掛 7,700円�
　■入院　20,000円（１日目から60日目を限度）�
　■手術　15万円・10万円・５万円（診療報酬点数1,400点�
以上対象／一共済期間中15万円を限度）�
　■ケガによるギブス固定見舞い　10万円（ギブス固定
見舞いは、入院期間を除き連続15日以上続いた場合／一
共済期間中１回を限度�
　■傷害死亡　1,000万円�
　申し込み資格は、愛知県内に事業所のある中小企業者
で、共済契約を申し込める方（共済契約者）は、組合員
の方になります（法人の場合はその法人、個人企業の場
合はその事業主）。補償の対象となる方（被共済者）は、
法人の場合は役員の方、個人企業の場合は事業主及び専
従者の方です。また、出資金として、１事業所１口
1,000円が必要になります。�
　税法上の取り扱いについては、法人が掛け金を負担し
た場合は、全額損金（福利厚生費）となり、個人企業の
場合は、経費処理はできませんが、契約者の生命保険料
控除の対象になります。また、共済金は、労災保険・生
命保険・傷害保険などから給付があっても関係なく支給
されます。掛け金は年齢や職業に関係なく一律です。�
　【特典】�

　■福利厚生：宿泊利用補助／１人3,000円、観劇補助
／１人3,000円、健診補助／生活習慣病予防健診5,000円、
定期健康診断1,500円。�
　■教育・情報提供：労働災害事故防止の手伝い、労働
安全衛生教育講習受講料補助１人3,000円、技能検定試
験合格者・技能者養成機関修了者補助1人3,000円。�
　その他詳細については、愛知県中小企業共済協同組合
／名古屋市中区丸の内2-4-7愛知県産業貿易館西館�
TEL052(587)2223まで、お問い合わせ下さい。�

　愛知火災共済協同組合では、“小さな掛け金で大きな
安心”をキャッチフレーズに、補償の範囲がワイドにな
った「普通火災共済」への加入を呼び掛けています。�
　【補償範囲】�

　①火災、②落雷、③破裂・爆発などにより損害が生じ
たとき�
　④風災・雪災　台風、せん風、暴風などの風災、ひょ
う災または豪雪、なだれなどの雪災により建物、家財な
ど20万円以上の損害が生じたとき（付属物は対象外）�
　⑤臨時費用　①～③の事故の場合、共済金のほかにそ
の30％を臨時費用として支払う�
　⑥残存物取り片付け費用　①～③の事故の場合、共済
金の10％の範囲内で実費を支払う�
　⑦失火見舞金費用　①または③の事故で他人の所有物
に損害を与えたとき、「20万円×被災世帯数」を支払う�
　⑧傷害費用　①～③によって共済金が支払われる場合
に、契約者または親族、使用人に被害があったとき、死
亡・後遺傷害30％、重症／共済金額２％を支払う�
　⑨地震火災費用　地震、噴火などにより火災が発生し、
次の損害が生じたとき。1）建物が半焼以上または損害
の額が20％以上のとき、2）家財が共済の目的の場合は、
家財を収容する建物等が半焼以上または家財の損害が80
％以上のとき、3）共済の目的が設備、什器または商品、
製品の場合は、これらの収容する建物等が半焼以上とな
ったとき、共済金額×５％�
　⑩修理付帯費用　上記①～③の事故で、損害の原因調
査費用や仮修理費用、仮設費用等の実費を支払う�
　⑪損害防止費用　上記①～③の事故で、損害の防止、
軽減のための支出した費用を支払う�
　以上の補償範囲は、普通火災共済の住宅・普通物件に
のみ適用されます。また、工場物件については一定の条
件下、「航空機からの物体の落下」「車両の衝突」「騒
じょう、労働争議」及び「給排水設備の事故に伴う漏水」
による損害も支払の対象となります。�
　その他詳細については、愛知火災共済協同組合／名古
屋市中区栄3-32-26（安藤ビル）　TEL052(251)6281まで、
お問い合わせ下さい。�

　学校法人日本プリンティングアカデミー（濱照彦学校

長）では、同校の実践教育を知ってもらおうと、毎月オ

ープンキャンパス（１日体験入学）を開いている。平成

22年度は、１月13日、２月６日、３月10日に開催する。�

　JPAは、1978年に創立され、全国各地で1,000余名の卒

業生が活躍している。同校では、「戦略経営」「提案型

営業」「技術革新」の実践力を、バランスよく身に付け

たニューリーダー（後継者）の育成と研究開発を主眼に

しており、卒業生は、文部科学省認定の「印刷専門士」

の資格を得、その他、カラーコーディネータ・情報処理・

ビジネス能力など、多彩な資格取得が可能である。�

　オープンキャンパスは、各開催日とも、13時から開始

され16時終了となっている。�

　内容は、①ミニセミナー「印刷・メディア産業の新た

な価値とビジネスモデル」、②JPA教育の特徴について「実

践的“人財”育成と研究・開発」、③実習設備見学と体

験「売れる印刷メディアの製造と規格提案」が組まれ、

具体的な実践と体験では、「カラー印刷物はどのように

作られるか、理論と実践（DTP・プリプレス、刷版・印

刷工程）の体験」「あっという間にできあがり、デジタ

ルカメラ、デザインDTP体験」、「ドッキリ、あなたの

好みが暴かれる、イメージ診断の体験」、「お店情報満

載！地域活性化とフリーマガジン」、「面白ハイタッチ

ゲームの体験など」、「実践経営マネージメントゲーム

の体験など」、「独自の研究・開発についての概要紹介」

などが行われる。�

　対象者は、入学検討者本人及び保護者、後継者育成を

検討中の企業経営者及び役員、人材育成及び研修を検討

中の企業経営者及び担当者、その他。（注／社員の研修

用として参加希望に対しても相談を受け付けている。）�

　申し込み方法は、電話・はがき・FAX・メールで開催

日の前日までに申し込む。�

　同校では、上記以外にも見学は自由にできるとしてい

る。また、グループや団体による学校見学会も受けてお

り、近くに「印刷博物館」もあることから、見学コース

として設定することもできる。　　　　�

　【JPAの修業年限とコース】�

　〈グラフィック・メディア特進科（２年制）〉基礎・

応用・専門の課程をフルに学ぶ基本コース�

　〈グラフィック・メディア基礎科（１年制）〉仕事の

基本、知識、技術、マネージメント、マナーを習得�

　〈インターンシップ併用コース（１～３年制〉企業派

遣者のためのコースで、午後は社内研修可�

　〈新入社員研修支援コース（３週間から６か月）〉基

礎科に準じて基礎知識、技術を総合的に学ぶ�

　〈特別研究コース（６か月から１年間）〉特定企業の

中堅社員を特別研修生として受け入れる�
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「経営者医療共済」�
 愛知県中小企業共済協同組合�

ご
案
内�

「普通火災共済」�
 愛知火災共済協同組合�

学校法人日本プリンティングアカデミー（JPA）�
�オープンキャンパス（１日体験入学）開催�
�2010年１月13日（水）、２月６日（土）、３月10日（水）�

【経営・マーケティング研究室】事業革新
と戦略経営、戦略会計、需要開拓と企画提案
型営業など、マネージメントを実践的に極める。�

【プレス工房】ソフトウェア（思考技術）と
高付加価値型HIO印刷システムの真髄に迫る。�

【プリプレス工房】売れるグラフィックデザ
インとDTP、CTP、CIP3、カラーマネージメ
ントなど、デジタルワークフローを追及する。�



名古屋支店／TEL.052-363-5011�
〒454-0807 名古屋市中川区愛知町4-6http://www.komori.com

菊半裁反転機構付4色オフセット枚葉印刷機�

　愛印工組恒例の平成22年新春
「印刷と関連業界」新年互礼会を、
１月13日名古屋東急ホテルにおい
て開催しますが、互礼会に先立ち、
パネルディスカッションを開催し
ます。�
　パネルディスカッションは、全
国青年印刷人協議会の「感性価値
創造事業」への取り組みと経済産
業省が推進する国家プロジェクト
「感性価値創造事業」との劇的な
出会いの中で感じた疑問や矛盾の
中で進めた研究成果を発表してい
ただきます。経営者とその後継者
の方に是非ご出席いただき、感性
価値による新規事業や地域活性プ
ロジェクトの立ち上げ、印刷産業
の明日の開拓に向けて進む一助に
していただければ幸いです。�
　なお、新年互例会に出席の方は
無料ですが、講演会のみ参加の方
には2,000円のご負担をお願いい
たします。�
　テーマ：「INSATSU」への飛
翔～感性価値創造の実践～�
　パネリスト：臼田真人氏（全国

青年印刷人協議会議長）岸昌洋氏
（全国青年印刷人協議会副議長）、
江森克治氏（全国青年印刷人協議
会副議長）�
　とき：平成22年１月13日d午後
16時から17時30分�
　ところ：名古屋東急ホテル（名
古屋市中区栄4-6-8）�
　■組合からのお願い／パネルデ
ィスカッションは、全印工連と全
国青年印刷人協議会が発行しまし
た「『INSATSU』への飛翔～感
性価値創造の理論と実践～」と題
した冊子をもとに行われます。当
日、受付において販売（実費
1,000円）を致しますので、お買

い求めをいただいた上で、ご聴講
していただくと、より理解が深ま
るもと思います。�

　私たち全国青年印刷人協議会では、前年度から今年度にかけての
事業において、「感性価値創造」と「業態変革の実践」を２本の柱
として掲げてまいりました。�
　自らの手による新たなマーケット創造の一つの手段としての感性
価値創造事業。感性価値は、私たちの未来に活路を開くイノベーシ
ョン原理でもあります。そして、業態変革の実践は印刷を中心とし
た周辺領域への市場拡大とお客様の問題解決を提供するワンストッ
プサービスを具現化し、光付加価値による収益拡大へと結び付けて
いくものです。�
　「感性価値創造」と「業態変確実践」を上手くコラボレーション
することで、印刷業としての新しい活路が開かれると確信しています。�
　業界全体が、「感性価値創造」と「業態変革の実践」のコラボレ
ーションにより、新しい方向性を見出すために「紙媒体の今後」を
含め、全国青年印刷人協議会での２年間の活動をご紹介いたします。�

■12月号をお届けする時期になり
ました。月日の経つ早さに驚いて
いますが、この驚きは、今年も何
もできずに過ぎてしまったことへ
の後悔の現れだと、自分を戒めて
います。あれこれ考えていてもお
正月はもう間近です。いいお正月
を迎えるためには、残りを頑張る
ことしかないようです。■来年こ
そ、いや来年も、お役に立つ情報
提供と明るい誌面づくりに努力を
したいと思います。■事務局の年

末年始の休みは、12月29日から１月
４日までです。新年は５日から始

業となりますのでよろしくお願い
申し上げます。�
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巻頭言�

　去る９月27日に実施させていただきました奈
良公園ウオーキングには大勢のご参加をいただ
き感謝申し上げます。スケジュールの時間配分
につきまして一部の方からはご批判もいただき
ましたが、おおむね満足との回答をアンケート
ではいただきました。特に、薬師寺での村上執
事長様の講話はユーモアの中に人の生き方に対
する示唆に富んだお話をしていただき好評でし
た。私共経営者も従業員の皆様もきっと気持の
安らぎを感じられたのではと思います。�
　私事ですが、11月１日に唐招提寺の金堂の落
慶法要に参加する機会がありました。改めて中
国から仏教をお伝えに来られた鑑真和上の偉大
さを教えられました。奈良は京都とは違った伝
統と文化を感じます。参加された方がたのご要
望も参考にして、次回もよりよいレクリエーシ
ョンになるよう工夫させていただきます。�
　来年のことを言うと鬼が笑うと申しますが、
来年の平成22年１月13日dに名古屋東急ホテル
において新年互礼会の際に開催される講演会も
今回で４回目となります。今回は全国青年印刷
人協議会で活躍されている臼田真人氏、岸　昌
洋氏、江守克治氏のご三方に『INSATUへの飛
翔』と言うテーマでパネルディスカッションを
していただきます。この企画はニューヨークで

も行われ、好評を博しております。今回はその
ときと違い実際のオブジェが会場に展示できな
いので、冊子をみながらの聴講となります。面
白い講演となると思いますので、是非関係各位
の方々お誘い合わせのうえ、お一人様でも多く
のご参加をお待ち申し上げております。�
　また、今回は懇親会場を余裕をもって設営し
ますので新年の業界の皆様との交流をごゆっく
り座りながらお楽しみいただけると存じます。
食事の内容も先日委員会で試食会を催し、10人
が献立を吟味いたしました。何分にも大勢の皆
様に一時に供しなければならないので制約もあ
りますが、できうる限り満足をいただけるよう、
委員それぞれの意見をホテル側に申し述べてま
いりました。きっと最後のお時間までお楽しみ
いただける懇親会になるのではと期待しており
ます。試食会へはお二人のシェフ自らがご挨拶
にみえ、ホテル側の誠意を感じました。�
　経済環境の大変厳しい折柄、業界関係者との
新年最初の交流会が少しでも皆様の元気の源に
なる、そんな新年互礼会になればと存じます。
また、１年間「あいちの印刷」をご愛読いただ
きまして感謝申し上げます。来年がわれわれ業
界にとって少しでも明るい年になるよう祈念申
し上げましてお礼の言葉とさせていただきます。�

「新年互礼会へご参加を！」�

組織・共済・労務委員長　猪飼 重太郎�
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